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＜研究の概要＞ 
道路空間の魅力を向上させるため、来訪者の居心地、楽しさ等に関わる要素とその効果を整理する等のホス

ピタリティ手法の研究開発を行う。 
 
＜主な研究成果＞ 
・ 集客地における道路のホスピタリティ表現について、実際の道路整備で使えるよう、９９タイプの型に類

型化 
・ 各タイプについて、道路を専門としない人を想定し、写真を添えて、平易な用語・文章で解説 
 
＜事後評価結果＞ 

集客地の道路におけるホスピタリティ表現という新しい視点を提唱した上で、具体的な形として類型化を行

い、事例集がとりまとめられており、研究目的は概ね達成され、研究成果があったと評価する。 

 

＜参考意見＞ 

・ 事例集においては、類型化されたホスピタリティについて、解説を十分に付加することにより、その考え

方を浸透していく必要があるとともに、実務上の観点から、今後、適用の仕方を整理することが期待され

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 




